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ＮＰＯコミュニティ論 1年前期 2単位 菊本　舞

【 受講上の留意点 】
講義には大学の外部から講師をお招きしますので、受講マナーを守ってください。
１．遅刻、途中の出入りを禁止します。
２．私語や帽子をかぶったままの受講、飲食、携帯電話の使用等を一切禁止します。
＊講師の都合上、各回のテーマが前後する可能性があります。変更が生じる場合は、事前に受講生に連絡します。

【 時間外での学習 】
2時間：各回において課題が提示されますのでレポートを作成し提出してください。まちづくりのテーマは多岐にわたっているた
め、幅広く地域の課題に関心を持ってください。

【 成績評価 】
全15回のうち、課題レポートを10回以上提出してください。10回以上提出されたレポートの平均得点が60点以上を単位取得の条件
とします。

【 教科書・その他 】
各回のテーマごとに必要に応じて紹介します。

【 メールアドレス 】
ki9ma@gifu-keizai.ac.jp

【 関連ホームページ】

[関連する資格・履修制限等]：

【ナンバリング】
AST301/AST301-AST301/AST301

【 授業の目的 】
本講義では、身近な生活課題をテーマとして、「まちづくり」「地域づくり」とは何かを学び、「まちづくり」の実践に結びつけ
ていくことをめざします。地域、分野、対象者などによって内容が多岐にわたるまちづくりを様々なテーマから学ぶことによっ
て、それぞれの実践したい「まちづくり」について考えていきます。

【 到達目標 】
１．身近な生活課題を、政治・経済的な背景や社会関係と関連付けながら、構造化して認識することができるようになること。
２．身近な生活課題について、自身の何らかの行動の変化や実践につながる解決策を提示することができるようになること。
３．（岐阜県コミュニティ診断士を目指す方）本単位を取得し所定の条件を満たすと、岐阜県と本学で共同認証するまちづくりの
専門資格「岐阜県コミュニティ診断士」を取得することができる。市民活動や行政施策に「岐阜県コミュニティ診断士」として携
わり活躍するための基礎知識を身につけること。

【授業計画】第 1回：「まちづくり」とは何か？
第 2回：コミュニティ政策と地方自治
第 3回：まちづくりのためのファシリテーション
第 4回：コミュニケーションの基本―心をつなぐ聞き方・話し方―
第 5回：岐阜県の地域コミュニティ施策
第 6回：子どもも大人も、共に育つ地域づくり―ヒトノネ放課後クラブへの挑戦―
第 7回：子どもと一緒に働ける場づくり―女性の多様な社会参画を目指して―
第 8回：地域の課題をビジネスで解決する―関市市民活動センターのソーシャルビジネス支援―
第 9回：地域自治をデザインする
第10回：市民の力で地域のNPO活動を支える―ぎふ子ども若者・子育て市民ファンド「ぎふハチドリ基金」―
第11回：安全・安心な防犯まちづくり
第12回：田園回帰する若者世代が拓く地域の未来
第13回：中心市街地におけるまちづくりの主体形成―岐阜県大垣市を事例として―
第14回：当事者主体のコミュニティ・エンパワメント
第15回：サステイナブルな地域・社会をめざして―地域づくりにおけるSDGsの活用―

【受講前提条件（必須科目）】



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

岐阜経済大学「ＮＰＯコミュニティ論」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報

を提供します。 

科目名 ＮＰＯコミュニティ論 

時間割 毎週木曜日 4 時限目 14 時 40 分開始 16 時 10 分終了 

初回の授業日 4 月 12 日（木） 

講義室 4101 教室 

注意事項 プリントを随時、配布いたします。テキストは特に指定しませんが、授業中に随時、参考図書を提示

する場合があります。 

授業終了前 10 分前後にリアクションペーパーの記入を求めます。当日の授業での学び及び感想、考察

などを記入してください。 

自動車による来校の際は、本学北側駐車場をご利用ください。 

授業についての 

問合せ 

岐阜経済大学教務課 

Tel: 0584-77-3516 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 
交通アクセス ＪＲ大垣駅北口 A から「経大スクール」乗車。（約１０分） 

 


